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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞

１．国際勧告等との関連

本標準は、加速手続きによる郵便投票により１９９０年１２月に承認されたＣＣＩＴＴ勧告Ｇ．７６４

に準拠したものである。

２．上記国際勧告等に対する追加項目等

2.1　オプション選択項目

なし

2.2　ナショナルマター項目

なし

2.3　その他

　 (1) 本標準は、上記ＣＣＩＴＴ勧告に対し、先行している項目はない。

　 (2) 本標準は、上記ＣＣＩＴＴ勧告に対し、追加した項目はない。

　 (3) 本標準は、上記ＣＣＩＴＴ勧告に対し、削除した項目はないが、次の項目については､限定した記述

を行っている。即ち､本文３．３．１．４節の符号化タイプに関し、日本国内での 64kbit/sPCM 符号

化方式による接続においては、μ則の PCM 符号を用いることを原則としている。これは、PCM 符

号化方式としてμ則を採用している我が国の現状による。但し、国際接続時には、A 則の PCM 符号

化方式を用いている地域から送られてきた、A 則の PCM 符号からなる音声パケットを国内のエンド

ポイントで直接受信するケースが想定されるため、A 則の PCM 符号化方式も本標準の規定に含まれ

ている。

　 (4) 本標準は､上記ＣＣＩＴＴ勧告に対し、変更した項目はない。

2.4　原勧告との章立て構成比較

本標準の章立て構成は、上記国際勧告のそれと同一である。

３．改版の履歴

版　数 制　　定　　日 改　版　内　容

第１版 平成３年　４月２６日 制　定
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４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 

 

５．その他 

(1) 参照している勧告､標準等 

 

ＴＴＣ標準： ＪＴ－Ｇ７０３，ＪＴ－Ｇ７０４ 

 ＪＴ－Ｇ７２２，ＪＴ－Ｇ７２７ 

 ＪＴ－Ⅰ４３１，ＪＴ－Ⅰ４３１－ａ，ＪＴ－Ⅰ４３１－ｂ 

 ＪＴ－Ｑ９２１ 

ＣＣＩＴＴ勧告： Ｇ．７１１，Ｇ．７２６ 

ＩＳＯ標準： ＩＳＯ－３３０９ 

 

(2) 今後の検討課題 

本標準の本文中において、｢今後の検討課題｣とある項目については、ＣＣＩＴＴでの検討状況等を考

慮して今後標準化を行う。 
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１．本標準の規定範囲

本標準は、パーマネントバーチャルサーキットで適用されるパケット音声のためのプロトコルを規定し

ている。パケット音声プロトコル（ＰＶＰ）は、一次群速度およびそれを分割した速度で主に適用される

ものである。

本プロトコルは、広帯域パケット網での音声情報および個別線信号方式の情報の伝送に用いるフォーマッ

トと手順を規定する。

本標準は、現在開発中のディジタルセルラー無線網との相互網間接続機能をオプションとすることを含

む将来付加される機能についても配慮している。ファクシミリのベースバンド伝送用に本標準を拡張する

ことについては、ＣＣＩＴＴの勧告を待って検討を行う。

特性に関する事項は本標準の範囲外である。

本標準は、音声サンプルの符号化方式そのものについては言及しないが、特定の推奨する符号化アルゴ

リズム（例、標準ＪＴ－Ｇ７２７アルゴリズム）を本プロトコルにおいて指定している。音声サンプルが

標準ＪＴ－Ｇ７２７で規定されるようなエンベデッドアルゴリズムによって符号化されている場合には、

本標準はダイナミックな帯域割り当てを行い、効果的な輻輳制御を可能としている。

以下の項目は、本標準の範囲外である。

　 (1) インタフエースに基づくサービス

　 (2) 実現のための技術

　 (3) パケット音声の使用に関連する特性規定

　 (4) 装置的側面

　 (5) 交換バーチャルサーキットのトランク信号、リンク設定および呼設定手順

　 (6) データのみに関する事項、データと音声が組み合わされたモードに関する事項およびフレームリレー

に関する事項

　 (7) 非同期転送モード（ＡＴＭ）（Ｂ－ＩＳＤＮ）システムにおける音声のパケット化

２．概　要

本標準は、パケット音声プロトコル（ＰＶＰ）について詳述している。ＰＶＰはパケット網での音声情

報と個別線信号方式の情報の伝送に用いるフォーマットと手順を規定するものである。

パケット化する前に、入力音声サンプルは本標準で示されている符号化方式の中の一方式により送信側

の発信エンドポイントで符号化されてもよい。符号化された音声ストリームは本標準で規定されるフォー

マットに従ってパケット化される。各サンプルは１６ms 毎に集められ、各１２８ビットのブロックに分け

られる。無音区間は除かれても良い。各ブロックはブロック廃棄をしやすいように配列される。

有音区間および無音区間はそれぞれ「バースト」および「ギャップ」と呼ばれる。ギャップの間はパケッ

トを送信する必要はない。

受信側の着信エンドポイントはパケットのヘッダ情報を用いて、入力パケットから連続した音声ストリー

ムを再構成する。本標準で示されている再構成遅延手順は、網内でパケットが被る変動遅延を補正する。

予定の再生時刻よりも早く到着したパケットはパケットキュー内の適切なシーケンスに配置される。予定

の再生時刻よりも遅れて到着したパケットは廃棄される。音声パケットのヘッダは、発信エンドポイント

で測定された雑音レベル情報を含んでいる。着信エンドポイントではこの情報を再生する雑音レベルの整

合に利用する。
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ＰＶＰのもう１つの特徴は、輻輳制御の一手段として音声パケット内のブロックを廃棄する機能を有す

ることである。ｎ番目のブロックは、標本化期間中に集められた各サンプルのｎ番目のビットより構成さ

れている。パケットのヘッダはパケット中の廃棄可能ブロック数を示している。輻輳したノードではこの

情報を利用して、輻輳状態を軽減するためにパケットから最下位ブロックを廃棄してもよい。

各音声の接続に対応した信号は、信号パケットで伝送されなければならない。信号パケットは、異なる

論理チャネル上で別個に送られねばならない。信号情報の伝送には、音声の伝送手順と同様の一連の手順

が必要であり、それは本標準中に記述されている。

(注) 国内網においては、5.1.1 節、5.2 節及び 6.3 節のタイムスタンプ（ＴＳ）および再構成手順は、最初の

パケットに対する固定遅延に置き換えても良い。発信エンドポイントでは、ＴＳは 0 に設定される。

中間ノードでは、ＴＳフィールドは更新されない。しかし、再構成手順は網間及びユーザ網インタフ

エースでは常に使用されるであろう。

３．フォーマット

3.1　物理レイヤ

１５３６kbit/s または１９２０kbit/s での動作についての電気的特性およびインタフェースフォーマット

は、それぞれ１５４４kbit/s および２０４８kbit/s の一次群速度に対する標準ＪＴ－Ｇ７０３、ＪＴ－Ｇ７

０４およびＪＴ－Ⅰ４３１（－ａ、－ｂ）で定められているものと同じである。パケット化された信号は、

従来の一次群速度のファシリティで伝送される１つのディジタルストリームから成る。１つ、またはそれ

以上のＮ×６４kbit/s パケットストリームと、Ｍ個の従来の６４kbit/s チャネルを含んだハイブリッド構成

も考慮する。

3.1.1　ビット反転

１の発生頻度を保持するという符号制約がある一次群速度に適用するために、ビット反転が必要である。

ビットスタッフとビット反転とを組合せることにより、オール０オクテットが阻止され、０連続に制約の

あるファシリティにおける１の発生頻度の要求が満足される。

3.1.2　伝送順序

ビット１はＬＳＢであり、最初に伝送される。ビット８はＭＳＢであり、最後に伝送される。

3.2　リンクレイヤ

ＰＶＰのリンクレイヤは、この標準で示している項目を追加して、標準ＪＴ－Ｑ９２１と同じ手法を用

いる。音声転送フレームと個別線信号方式の信号転送フレームは異なるレイヤ２のアドレスを割当てられ

る。即ち、これらは別の論理リンクで運ばれる。このことは、各タイプのトラヒックに異なるタイプの非

番号制フレームを用いることと合わせて、シグナリング情報のミスルーチングを防ぐプロテクト手段を与

えるものである。

3.2.1　アドレスフィールド

アドレスフィールドは２オクテットであり、各オクテットの最初のビットは拡張ビット、第１オクテッ

トの第２ビットはコマンド／レスポンス（Ｃ／Ｒ）ビットである。残り１３ビットは、結合して１つのデー

タリンクコネクション識別子（ＤＬＣＩ）を構成している。

アドレス割当は、１２８から始まり８０６３で終わる。レイヤ２のアドレスは既に割当てられており、

ＤＬＣＩ割当状態より動作を開始する。
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3.2.2　コマンド／レスポンス（Ｃ／Ｒ）ビット

Ｃ／Ｒ（オクテット１の第２ビット）は、０にセットする。

3.2.3　フレームタイプ

ＰＶＰには以下の２つのフレームタイプがある。

3.2.3.1　非番号制情報（ＵＩ）フレーム

レイヤ３またはマネジメントエンティティが非確認形情報転送を要求した時、非番号制情報（ＵＩ）コ

マンドが、データリンクレイヤ変数への影響無しに相手に情報を送信するのに用いられる。ＵＩコマンド

は、シーケンス番号を送らないので、ＵＩフレームは通知無しに失われることがある。

ＵＩコマンドフレームの制御フィールドは、１オクテット長である。そのフォーマットと符号化は、標

準ＪＴ－Ｑ９２１の規定と同じである。ＵＩフレームは個別線信号方式の信号の転送に用いられる。

3.2.3.2　ヘッダチェック付非番号制情報（ＵＩＨ）フレーム

ＵＩＨフレームは、ＵＩフレームと同様に用いられる。両者の違いは、巡回冗長検査（ＣＲＣ）シーケ

ンス算出が、この場合フレーム全体でなくフレームとパケットのヘッダ（フラグを除く最初の８オクテッ

ト）に対して行なわれる点にある。チェックシーケンスは、ＵＩＨフレームの最後の２オクテットを占め

ている。

ＵＩＨの制御フィールドは、１オクテット長であり、図３－１／ＪＴ－Ｇ７６４に示す。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット番号

１ １ １ Ｐ １ １ １ １

図３－１／ＪＴ－Ｇ７６４　ＵＩＨフレームの制御フィールド

（ＣＣＩＴＴ Ｇ．７６４）

ＵＩＨフレームは、音声の転送に用いられる（注１）。

注１．ＣＲＣによるチェックは、アドレスフィールド（転送を確実に行なうために）、制御フィールド（フ

レームタイプが有効となる事を保証するために）およびレイヤ３のヘッダを含んでいる８オクテッ

トをプロテクトする。音声情報のプロテクトは行わない。これは、音声のトラヒックは、ビット誤

りよりも再送による時間遅れに対して影響され易いためであり、輻輳時にはＣＲＣを再計算するこ

となしにブロックを廃棄することによる音声情報の削減を許すためである。この結果､3.2.7 節に示す

無効フレームのための試験は、最小で１０オクテットから成るフレームに対して行う。

3.2.4　ポール（Ｐ）ビット

ＵＩ／ＵＩＨフレームの制御フィールドの第５ビットは、ポール（Ｐ）ビットである。

Ｐビットは０としなければならない。
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3.2.5　チェックシーケンス（ＣＳ）

チェックシーケンス（ＣＳ）アルゴリズムは、ＩＳＯ勧告ＩＳＯ－３３０９に記述されているものと同

じである。ＣＳフィールドは１６ビットのシーケンスでなければならない。

ＣＳは、以下の(1)と(2)の和(モジュロ２)の１の補数をとったものである。

　 (1) Ⅹk（Ⅹ15 +Ⅹ14 +Ⅹl3 +Ⅹ12 +Ⅹ11 +Ⅹ10 +Ⅹ9 +Ⅹ8 +Ⅹ7 +Ⅹ6 +Ⅹ5 +Ⅹ4 +Ⅹ3 +Ⅹ2 +Ⅹ1 + 1 ）を生成多項式

Ⅹ16+Ⅹ12+Ⅹ5+1 で割り算（モジュロ２）した剰余。ここでｋは、ヘッダチェックシーケンス（ＨＣＳ）

に対しては、開始フラグの最後のビットと廃棄不可ブロックの最初のオクテットの最初のビットに挟

まれたビット数、またフレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）に対しては、開始フラグの最後のビッ

トとチェックシーケンスの最初のビットに挟まれたビット数であり、透過性を確保するために挿入し

たビットは除く。

　 (2) ＨＣＳに対しては、開始フラグの最後のビットと廃棄不可オクテットの最初のオクテットの最初の

ビットに挟まれたビットシーケンス、またＦＣＳに対しては、開始フラグの最後のビットとチェック

シーケンスの最初のビットに挟まれたビットシーケンスにⅩ16 を乗じた後、生成多項式Ⅹ16+Ⅹ12+Ⅹ5+

１で割り算（モジュロ２）した剰余。ただし、透過性を確保するために挿入したビットは除く。

送信装置での代表的な実施方法としては、次に示すものがある。まず、割り算の剰余を計算する装置の

レジスタ内容をすべて１にプリセットしておき、続いてアドレスフィールド、制御フィールドおよび情報

フィールドの該当する部分を生成多項式(上述の)で割り算し、剰余を求める。剰余結果の 1 の補数は、１６

ビットのＣＳとして送信される。

受信装置における代表的な実施方法としては、次に示すものがある。まず、剰余を計算する装置のレジ

スタの内容をすべて１にプリセットしておく。次に、直列入力ビットとＣＳにⅩ16を乗じた後、生成多項式

Ⅹ16+Ⅹ12+Ⅹ5+１で割り算（モジュロ２）した最終的な剰余を求める。伝送路エラーの無い場合、この剰余

は０００１１１０１００００１１１１（各々、Ⅹ15からⅩ0に対応）となる。

3.2.6　フレームアボート

７個、またはそれ以上の１の連続ビットを受信した場合、フレームアボートと解釈し、リンクレイヤエ

ンティティは現在受信しているフレームを無視しなければならない。アボートに続くフレームは、開始フ

ラグから始まる。

3.2.7　ＰＶＰにおける無効ＵⅠ／ＵＩＨフレーム

ＰＶＰに用いるために、以下のようなフレームは無効ＵＩ／ＵＩＨフレームとする。

(1) ２つのフラグによって正しく仕切られていないフレーム

(2) フラグ間が１０オクテットより小さいフレーム

(3) フラグ間が４９０オクテットより大きいフレーム

(4) ０ビット挿入前、または０ビット抽出後のオクテット数が整数でないフレーム

(5) ＦＣＳ誤りまたはＨＣＳ誤りを含むフレーム

無効フレームは送信側に通知すること無しに、廃棄されなければならない。

無効フレームに対しては、何の動作も行なわない。
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3.3　パケットレイヤ

パケットレイヤ手順は情報転送フェーズにのみ適用する。呼制御手順は本標準の適用範囲外である。

3.3.1　音声パケットフォーマット

ＵＩＨ音声フレーム内の音声パケットフォーマットを図３－２／ＪＴ－Ｇ７６４に示す。

（注）予約済みビットは発信エンドポイントで０に設定されている。それらは着信エンドポイントで無

視されなければならない。将来使用の可能性があるので、試験や保守の目的のためにこれらを使

用してはならない。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ｱﾄﾞﾚｽ(上位ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ) ０ ０ オクテット１

ｱﾄﾞﾚｽ(下位ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ) １ オクテット２

ＵＩＨ制御フィールド

１ １ １ Ｐ １ １ １ １ オクテット３

プロトコル識別子

０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ オクテット４

ブロック廃棄表示 オクテット５

タイムスタンプ オクテット６

Ｍ Ｒ　Ｒ 符号化タイプ オクテット７

シーケンス番号 雑音 オクテット８

廃棄不可ブロック

オプションの廃棄可能ブロック

チェックシーケンス

２オクテット

M＝モアビット

Ｐ＝ポールビット＝０（3.2.4節参照）

Ｒ＝将来使用のための予約ビット

図３－２／ＪＴ－Ｇ７６４　ＵＩＨ音声フレームフォーマット

（ＣＣＩＴＴ　Ｇ．７６４）
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3.3.1.1　プロトコル識別子（ＰＤ）

ＰＤフィールドは、パケットヘッダ（図３－２／ＪＴ－Ｇ７６４に示すフレームのオクテット４）の最

初のオクテットである。図３－３／ＪＴ－Ｇ７６４に与えられているのは、ＰＶＰの値である。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット番号

０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０

図３－３／ＪＴ－Ｇ７６４　ＰＶＰのためのプロトコル識別子

（ＣＣＩＴＴ　Ｇ．７６４）

3.3.1.2　ブロック廃棄表示（ＢＤＩ)

ＢＤＩは、音声パケットにおけるブロック廃棄の状態を記録する。１つのブロックは、パケット化され

る全音声サンプルから集められたサンプル中の同じ位置のビットより構成する。ブロックサイズは、８kHz

の標本化周波数において１６ms のパケット化周期に対応する１２８ビットである。ブロックは、音声サン

プルのＭＳＢからＬＳＢの順に配置される。

ＢＤＩフォーマットを図３－４／ＪＴ－Ｇ７６４に示す。

ビット番号

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

Ｒ Ｒ M2 M1 Ｒ Ｒ C2 C1

Ｒ＝将来使用のための予約ビット

図３－４／ＪＴ－Ｇ７６４　ブロック廃棄表示フォーマット

（ＣＣＩＴＴ　Ｇ．７６４）

表３－１／ＪＴ－Ｇ７６４に示されるようにＣサブフィールドはＣ１とＣ２で構成され、網内の中間ノー

ドで更に廃棄可能なブロック数を示す。

表３－１／ＪＴ－Ｇ７６４　Ｃサブフィールド符号化

（ＣＣＩＴＴ　Ｇ．７６４）

Ｃ２ Ｃ１ 廃棄可能ブロック数

０

０

１

１

０

１

０

１

０ブロック

１ブロック

２ブロック

３ブロック

パケットからブロックを廃棄するとき、Ｃサブフィールドの値をまだ廃棄可能なブロック数を反映

するよう滅少させる。

表３－２／ＪＴ－Ｇ７６４に示されるようにＭサブフィールドはＭ１とＭ２で構成され、網輻輳の

期間中網を通過する際にパケットから廃棄することが可能なブロックの全数を示す。Ｍサブフィール

ドの値は初期値より変化しない。
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表３－２／ＪＴ－Ｇ７６４　Ｍサブフィールド符号化

（ＣＣＩＴＴ　Ｇ．７６４）

M2 M1 廃棄可能ブロック数

０

０

１

１

０

１

０

１

０ブロック

１ブロック

２ブロック

３ブロック

固定速度符号化に関して、ＭサブフィールドとＣサブフィールドの両者は０に設定される。

3.3.1.3　タイムスタンプ（ＴＳ）

ＴＳフィールドは、網を通過するパケットが被る累積キューイング遅延を１ms単位で記録する。ラッ

プアラウンド（周回遅れ）を防ぐためにＴＳフィールドにおける最大有効値は２００msを越えてはな

らない。更新後にもし可変遅延が２００msを越えている場合には、ＴＳの値は２００msに設定される。

3.3.1.4　符号化タイプ（ＣＴ）

ＣＴフィールドは、パケット化される前に発信エンドポイントで行われた音声サンプルの符号化方法を

示す。本フィールドの有効な符号を図３－５／ＪＴ－Ｇ７６４に示す。

音声帯域信号の符号化タイプが固定又はエンベデット適応差分パルス符号変調（ＡＤＰＣＭ）の場合,Ａ

ＤＰＣＭサンプルの極性はＣＣＩＴＴ勧告Ｇ．７２６(注 2)または標準ＪＴ－Ｇ７２７に従う。音声帯域信

号の符号化タイプが８ビットパルス符号変調（ＰＣＭ）の場合、ＰＣＭサンプルの極性はＣＣＩＴＴ勧告

Ｇ．７１１に従う。

注 2．ＣＣＩＴＴ勧告Ｇ．７２６は、ブルーブックのⅢ．4 巻に公表されている。

ＣＣＩＴＴ勧告Ｇ．７２１と、Ｇ．７２３をすべて包含している。ＣＣＩＴＴ勧告Ｇ．７２６に従っ

て設計されたシステムは、ブルーブックバージョンに従って設計されたシステムとの互換性がある。
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ビット番号

５ ４ ３ ２ １
符号化タイプ（注３）

０ ０ ０ ０ ０ ８ビット／サンプル（注４）

０ ０ ０ ０ １ １ビット／サンプル（注４）

０ ０ ０ １ ０ ２ビット／サンプル（注４）

０ ０ ０ １ １ ３ビット／サンプル（注４）

０ ０ １ ０ ０ ４ビット／サンプル（注４）

０ ０ １ ０ １ ５ビット／サンプル（注４）

０ ０ １ １ ０ ６ビット／サンプル（注４）

０ ０ １ １ １ ７ビット／サンプル（注４）

０ １ ０ ０ ０ ８ビットＡ則ＰＣＭ（注５＊）

０ １ ０ ０ １ ８ビットμ則ＰＣＭ（注５＊）

０ １ ０ １ ０ ２ビット／サンプルＡＤＰＣＭ（注６）

０ １ ０ １ １ ３ビット／サンプルＡＤＰＣＭ（注６）

０ １ １ ０ ０ ４ビット／サンプルＡＤＰＣＭ（注６）

０ １ １ ０ １ ５ビット／サンプルＡＤＰＣＭ（注６）

０ １ １ １ ０ 将来使用のために予約

０ １ １ １ １ 将来使用のために予約

１ ０ ０ ０ ０ 将来使用のために予約

１ ０ ０ ０ １ 将来使用のために予約

１ ０ ０ １ ０ 将来使用のために予約

１ ０ ０ １ １ 将来使用のために予約

１ ０ １ ０ ０ （４，２）エンベデッドＡＤＰＣＭ（注７）

１ ０ １ ０ １ （５，２）エンベデッドＡＤＰＣＭ（注７）

１ ０ １ １ ０ 将来使用のために予約

１ ０ １ １ １ 将来使用のために予約

１ １ ０ ０ ０ （８，６）エンベデッドＡＤＰＣＭ（注８）

１ １ ０ ０ １ 将来使用のために予約

……

……

１ １ １ １ １ 将来使用のために予約

図３－５／ＪＴ－Ｇ７６４＊　符号化タイプ（ＣＴ）フォーマット

（ＣＣＩＴＴ　Ｇ．７６４）
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注３：将来使用のために予約された符号化タイプは、別の音声符号化方式が標準化された時に、割当ら

れるであろう。例えば、ディジタルセルラー無線に使用されるであろう８kbit/s と４kbit/s 符号化

アルゴリズムを割当てる事ができる。パケット音声の情報フィールドフォーマットと長さ、音声

伝送手順は、符号化アルゴリズムに依存する。特に、これらの内容は符号化アルゴリズムが通常

のブロック長か、可変速度か、又は廃棄可能ビットが有るかどうかに依存する。

　注４：これは、透過チャネル上で８×Ｎkbit/s を転送するためのものである。

　注５＊：ただし、国内での接続においてはμ則ＰＣＭを用いることを原則とする。相互運用可能性は、

今後の検討課題である。

　注６：ＣＣＩＴＴ勧告Ｇ．７２６による。

　注７：（５，４）、（５，３）、（４，３）、（３，３）、と（３，２）ＡＤＰＣＭアルゴリズムの適

用は今後の検討課題である。

　注８：標準ＪＴ－Ｇ７２２による。標準ＪＴ－Ｈ２２１フレーム構造から標準ＪＴ－Ｇ７６４への移行

手順は、今後の検討課題である。

3.3.1.5　Ｍビット

　Ｍビットは、音声バーストの最終パケットで０に設定されるが、それ以外の全てのパケットでは１に設

定される。着信エンドポイントは、パケット紛失から回復するためにＭビットを使用してもよい。

3.3.1.6　シーケンス番号（ＳＥＱ）

　ＳＥＱは、（１）バーストにおける最初のパケットを確定するために、（２）パケットが紛失したかど

うかを確定するために、再構成の過程においてエンドポイントで使用される。ＳＥＱは、ＴＳと共に用い

ることで網遅延の変動を除去する。

　ＳＥＱ＝０は、音声バーストの先頭パケットに設定される。同バーストにおける後続パケットは、１か

ら１５の（１５の次に１に巡回する）番号が与えられる。
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3.3.1.7　雑音フィールド

雑音フィールドは図３－６／ＪＴ－Ｇ７６４に示される背景雑音レベルを指定する。着信エンドポイン

トはこのフィールドを使用して、受信パケットがない場合に再生する背景雑音レベルを決定する。

ビット番号 雑音レベル

４３２１ （ｄＢｒｎｃ０）

００００ アイドルコード

０００１ １６．６

００１０ １９．７

００１１ ２２．６

０１００ ２４．９

０１０１ ２６．９

０１１０ ２９．０

０１１１ ３１．０

１０００ ３２．８

１００１ ３４．６

１０１０ ３６．２

１０１１ ３７．９

１１００ ３９．７

１１０１ ４１．６

１１１０ ４３．８

１１１１ ４６．６

図３－６／ＪＴ－Ｇ７６４　雑音フィールドフォーマット

（ＣＣＩＴＴ　Ｇ．７６４）

3.3.1.8　音声情報フィールド

音声情報フィールドは音声サンプルのＭＳＢからＬＳＢの順に従って並べられたブロックから構成され

る。即ち、第１ブロックは全てのサンプルのＭＳＢを含み、第２ブロックは２番目のＭＳＢを含むという

構成になっている。各ブロック内のビットは、対応するサンプル番号に従って配置される。

図３－７／ＪＴ－G７６４にパケット化する前のビットフォーマットとパケット化した後の音声情報

フィールドフォーマットの対応表を示す。図３－８／ＪＴ－G７６４にエンベデッド（５，２）ＡＤＰＣＭ

アルゴリズムを用いて符号化された音声パケット全体のフォーマットを示す。この場合、３ブロックまで

廃棄可能である。ＰＣＭ信号の場合、ＭＳＢは符号ビットであることに注意すること。
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サンプル番号

Ｓ１ MSB/S1 (MSB-1)/S1 ・・・ LSB/S1

Ｓ２ MSB/S2 (MSB-1)/S2 ・・・ LSB/S2

．

．

．

．

．

．

Ｓ１２８ MSB/S128 (MSB-1)/S128 ．．． LSB/S128

Ａ．パケット処理前のビットフォーマット

ビット番号 ８ ７ １

MSB/S8 MSB/S7 ・・・ MSB/S1

・

ＭＳＢ

ブロック

MSB/S128 MSB/S127 ・・・ MSB/S121

(MSB-1)/S8 (MSB-1)/S7 ・・・ (MSB-1)/S1

・

ＭＳＢ－１

ブロック

(MSB-1)/S128 (MSB-1)/S127 ・・・ (MSB-1)/S121

．

．

．

．

．

．

LSB/S8 LSB/S7 ・・・ LSB/S1

・

ＬＳＢ

ブロック

LSB/S128 LSB/S127 ・・・ LSB/S121

Ｂ．音声パケット情報フィールド（パケット処理後）

図３－７／ＪＴ－Ｇ７６４　音声パケット情報フィールド内のビット順序

（ＣＣＩＴＴ　Ｇ．７６４）

ﾌﾚｰﾑ

ﾍｯﾀﾞ

ﾚｲﾔ3

ﾍｯﾀﾞ

最上位

廃棄不可

ビット

第２上位

廃棄不可

ビット

３番目に

廃棄可能な

１２８ビット

２番目に

廃棄可能な

１２８ビット

最初に

廃棄可能な

１２８ビット

ﾌﾚｰﾑ

ﾄﾚｰﾗ

図３－８／ＪＴ－Ｇ７６４　（５，２）ＡＤＰＣＭ符号化方式を使用した時のブロック構成

（ＣＣＩＴＴ　Ｇ．７６４）
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3.3.2　信号パケットフォーマット

ＵＩ信号フレームフォーマット内の個別線信号方式の信号の転送に用いるパケットのフォーマットを図

３－９／ＪＴ－Ｇ７６４に示す。予約ビットの設定に関しては 3.3.1 節を参照のこと。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

アドレス（上位サブフィールド） ０ ０ オクテット１

アドレス（下位サブフィールド） １ オクテット２

ＵＩ制御フィールド

０ ０ ０ Ｐ ０ ０ １ １
オクテット３

プロトコル識別子

０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０
オクテット４

ブロック廃棄表示

Ｒ Ｒ ０ ０ Ｒ Ｒ ０ ０
オクテット５

タイムスタンプ オクテット６

０

Ｍ
Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｎ／Ａ オクテット７

シーケンス番号 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ オクテット８

チェックシーケンス

２オクテット

Ｍ＝モアビット

Ｐ＝ポールビット＝０（3.2.4節参照）

Ｒ＝将来使用のための予約ビット

図３－９／ＪＴ－Ｇ７６４　　ＵＩ信号フレームフォーマット

（ＣＣＩＴＴ　Ｇ．７６４　）

3.3.2.1　プロトコル識別子（ＰＤ）

ＰＤフィールドのフォーマットと符号化方法は音声パケットフォーマットの場合と同様である(3.3.1.1 節

参照)。

3.3.2.2　ブロック廃棄表示（ＢＤＩ）

ＢＤＩフィールドのフォーマットは音声パケットフォーマットの場合と同様である（3.3.1.2 節参照）。

ＣサブフィールドとＭサブフィールドは両方とも０に設定する。

3.3.2.3　タイムスタンプ（ＴＳ）

ＴＳフィールドのフォーマットは音声パケットフォーマットの場合と同様である(3.3.1.3 節参照)。
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3.3.2.4　正常／警報（Ｎ／Ａ）ビット

Ｎ／Ａビットはバーチャルサーキットを通じてフルレートアクセス側からパケット側へ警報状態に関す

る情報を転送するために使用される。Ｎ／Ａビットが０に設定されていれば正常動作を示す。Ｎ／Ａビッ

トが１に設定されていればフルレートアクセス側のファシリティが警報を発生しているか、またはバーチャ

ルサーキット上にエラーの発生があることを示す。

3.3.2.5　Ｍビット

Ｍビットは全ての信号パケットにおいて０に設定されなければならない。

3.3.2.6　シーケンス番号（ＳＥＱ）

信号パケットのＳＥＱは常に０に設定する。

3.3.2.7　ＡＢＣＤ信号ビット

発信エンドポイントはＡＢＣＤビットを用いてフルレートアクセスチャネルの現在の送信方向の信号状

態を遠端側の着信エンドポイントに通知する。２状態の信号システムの場合は、Ａビットの値にのみ意味

がある。４状態の信号システムの場合は、ＡビットとＢビットの値にのみ意味がある。１６状態の信号シ

ステムの場合は、ＡＢＣＤ全てのビットに意味がある。個別線信号方式でない場合はＡＢＣＤビットは何

ら意味を持たない。

信号状態数はバーチャルサーキット単位で発信エンドポイントと着信エンドポイントの両者で等しくな

ければならない。このフィールドに設定される値はフレーミングタイプと信号状態数に依存する。

４．リンクレイヤ手順

4.1　アドレッシング

音声パケットと信号パケットは、レイヤ２の異なるアドレスで伝送される。

4.2　エンドポイント手順

これらの手順はＵＩとＵＩＨフレームに適用される。

4.2.1　ＵＩフレーム送信

DL-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-要求プリミティブによってリンクレイヤエンティティがレイヤ 3 から受信した情報は、Ｆ

ＣＳを持つ非番号制情報として送信されなければならない。Ｐビットは０にセットされなければならない。

本手順に用いられる全てのプリミティブのリストは９章に示されている。

4.2.2　ＵＩＨフレーム送信

DL-ﾕﾆｯﾄ H ﾃﾞｰﾀ-要求プリミティブによってリンクレイヤエンティティがレイヤ３から受信した情報は、

ＨＣＳを持つ非番号制情報として送信されなければならない。Ｐビットは０にセットされなければならな

い。

4.2.3　ＵＩフレーム受信

リンクレイヤエンティティが受信ビジー状態でなく、そして有効なＵＩフレームを受信したときは、リ

ンクレイヤエンティティは、DL-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-表示プリミティブを用いて、本フレームの情報フィールドをレ

イヤ３に伝達しなければならない。
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4.2.4　ＵＩＨフレーム受信

リンクレイヤエンティティが受信ビジー状態でなく、そして有効なＵＩＨフレームを受信したときは、

リンクレイヤエンティティは、DL-ﾕﾆｯﾄ H ﾃﾞｰﾀ-表示プリミティブを用いて、本フレームの情報フィールド

をレイヤ３に伝達しなければならない。

4.3　中間ノード手順

4.3.1　フレーム送信

リンクレイヤエンティティ受信手順によって、フレームを受信したときは常に、受信したままのＰビッ

トとＣ／Ｒビットの値を含めて、同じタイプのフレームとしてそのフレームを送信しなければならない。

4.3.2　フレーム受信

無効フレームが検出されたときは（例えばＦＣＳやＨＣＳによるエラー、割当てられていないＤＬＣＩ）、

レイヤ３に通知なしに廃棄されなければならない。有効フレームについては、そのフレームの制御フィー

ルドを調べなければならない。ＵＩ又はＵＩＨフレームタイプを認識した場合には、ＵＩフレームに対し

ては、DL-PVP ﾃﾞｰﾀ-表示プリミティブによって、またＵＩＨフレームに対しては DL-PVP-H ﾃﾞｰﾀ－表示プ

リミティブによって、レイヤ３にそのフレームは伝達されなければならない。

アドレスとＣＳのみがリンクレイヤ手順中に修正されるフィールドである。

５．音声転送手順

音声転送手順は発信エンドポイント手順、中間ノード手順、そして着信エンドポイント手順にわけられ

る。発信エンドポイントはユーザーデータが転送のためにＰＶＰパケットにフォーマットされるノードで

ある。中間ノードはパケットフォーマットを変更しないで、単にＰＶＰパケットの受信と転送をするノー

ドである。着信エンドポイントはＰＶＰパケットの着信ノードである。プリミティブの処理に、ある一定

時間要することを仮定している。プリミティブの処理に要する時間の変動は、タイマＴＶ遅延－Ⅴの値に

反映されなければならない。

図５－１／ＪＴ－Ｇ７６４はエンドポイントの機能的側面を示す。それは発信、および着信の両エンド

ポイントより構成される。

図５－１／ＪＴ－Ｇ７６４　エンドポイントノード

（CCITT G.764）

発信

エンドポイント

着信

エンドポイント

フルレート側 パケット側
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5.1　発信エンドポイント手順

発信エンドポイントは PL-ｽﾀｰﾄ-要求（符号,雑音）、PL-ﾃﾞｰﾀ-要求（符号,雑音）、そして PL-ｽﾄｯﾌﾟ-要求

（符号,雑音）プリミティブを介して、高位レイヤエンティティからセグメント化されたデータを受信する。

これらのプリミティブは、そのパケットに関する符号化タイプと雑音レベルに対する情報を含んでいる。

5.1.1　PL-ｽﾀｰﾄ-要求プリミティブの受信

高位レイヤエンティティは、最初のパケットの全てのサンプルを収集した後、PL-ｽﾀｰﾄ-要求（符号,雑音）

のプリミティブをレイヤ３エンティティに送る。発信エンドポイントが PL-ｽﾀｰﾄ-要求（符号,雑音）プリミ

ティブを受信すると、レイヤ３エンティティはその先頭パケットに対応するタイマＴＶ遅延－Ⅴをスター

トさせなければならない。そしてＭビットを１に、そしてＳＥＱを０にセットして音声パケットを形成し

なければならない。ＢＤＩ,ＣＴおよび雑音のフィールドは、PL-ｽﾀｰﾄ-要求（符号,雑音）プリミティブ中に

示される符号化タイプと雑音レベルに基づいて符号化される。

レイヤ３エンティティは送信シーケンス状態変数（ＳＳＥＱ）を 1 にセットし、そしてパケットからブ

ロックを廃棄すべきか、又いくつのブロックを廃棄すべきかを決定するために、それ自身の輻輳レベル表

示（ＣＬＩ）をチェックする。もしＣＬＩが０より大きければ、5.4 節のブロック廃棄手順が実行されなけ

ればならない。もしＣＬＩが０ならば、ブロック廃棄手順は省略されなければならない。ＣＬＩはノード

のローカルなパラメータである。

レイヤ３エンティティはレイヤ 1 がデータ転送準備が出来たことをレイヤ２エンティティによって知ら

されるまで、そのパケットを蓄積しなければならない。ファシリティ警報の無いときには、この通知は DL-L1

ﾚﾃﾞｨ-表示プリミティブによって伝えられなければならない。このプリミティブを受信すると、タイマＴＶ

遅延－Ⅴは停止され、その値は、ＴＳフィールドにコピーされなければならない。ＴＳフィールドの値は

２００ms を越えてはならない。

そして、そのパケットは DL-ﾕﾆｯﾄ H ﾃﾞｰﾀ-要求プリミティブによって、レイヤ２エンティティに送られる。

5.1.2　PL-ﾃﾞｰﾀ-要求プリミティブの受信

高位レイヤエンティティから、PL-ﾃﾞｰﾀ-要求（符号,雑音）プリミティブを受信後、レイヤ３エンティティ

は、そのパケットに対応するタイマＴＶ遅延－Ⅴをスタートさせ、Ｍビットを１に、ＳＥＱをＳＳＥＱの

値にセットして音声パケットを形成しなければならない。ＢＤＩ,ＣＴと雑音フィールドは PL-ﾃﾞｰﾀ-要求プ

リミティブ内の対応する情報に基づいて符号化される。レイヤ３エンティティはＳＳＥＱ(１から１５の範

囲の値で、１５の次に1に巡回する)を1増加させる。ブロック廃棄の必要性を判断するためにＣＬＩをチェッ

クしなければならない。もしＣＬＩが０より大きければ、5.4 節のブロック廃棄手順が実行されなければな

らない。もしＣＬＩが０ならブロック廃棄手順は省略されなければならない。

レイヤ３エンティティはレイヤ２からのDL-L1ﾚﾃﾞｨ-表示プリミティブが来るのを待たなければならない。

そのプリミティブを受信すると、タイマＴＶ遅延－V は停止され、その値はＴＳフィールドにコピーされ

なければならない。レイヤ３エンティティは、DL-ﾕﾆｯﾄ H ﾃﾞｰﾀ-要求プリミティブを用いて、その音声パケッ

トをレイヤ２エンティティに転送しなければならない。
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5.1.3　PL-ｽﾄｯﾌﾟ-要求プリミティブの受信

高位レイヤエンティティが音声にギャップを検出しても、１２８サンプル全てパケット化されるまでパ

ケット化は続けられる。それから PL-ｽﾄｯﾌﾟ-要求プリミティブをレイヤ３エンティティに送る。レイヤ３エ

ンティティは、上で述べた PL-ﾃﾞｰﾀ-要求の受信に続く手順を実行しなければならないが、ただし、Ｍビッ

トを０にセットしなければならない。

5.1.4　ブロック数とパケット化周期

パケット化周期は１６ms である。この周期中に集められた１２８ビットのブロックの数は表５－１／Ｊ

Ｔ－Ｇ７６４に示す符号化タイプによって決まる。

表５－１／ＪＴ－Ｇ７６４　種々の符号化タイプに対する

(CCITT G.764)　　　　　　パケット化周期中に集められるブロック数

符号化タイプ ブロック数

８

１

２

３

４

５

６

７

８

２

３

４

５

ビット／サンプル

ビット／サンプル

ビット／サンプル

ビット／サンプル

ビット／サンプル

ビット／サンプル

ビット／サンプル

ビット／サンプル

ビットＰＣＭ（Ａ則またはμ則）

ビット／サンプルＡＤＰＣＭ

ビット／サンプルＡＤＰＣＭ

ビット／サンプルＡＤＰＣＭ

ビット／サンプルＡＤＰＣＭ

（４，２）エンベデッドＡＤＰＣＭ

（５，２）エンベデッドＡＤＰＣＭ

（８，６）エンベデッドＡＤＰＣＭ

８

１

２

３

４

５

６

７

８

２

３

４

５

４

５

８

5.1.5　符号器のリセット

符号化タイプが、標準ＪＴ－Ｇ７２２、ＣＣＩＴＴ勧告Ｇ．７２６又は標準ＪＴ－Ｇ７２７である場合

には、音声バーストの最初の音声パケット（即ちＳＥＱ＝０を伴う）は符号器をリセットしてスタートし

なければならない。

ＰＣＭ符号化方式との相互動作は今後の検討課題である。
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5.2　中間ノード手順

DL-PVP-H ﾃﾞｰﾀ-表示プリミティブを受信すると、レイヤ３エンティティはそのパケットに対応するタイ

マＴＶ遅延－Ⅴをスタートさせる。また、レイヤ３エンティティはＰＤフィールドの値を検査しなければ

ならない。この値がＰＶＰのプロトコル識別子と一致した時、レイヤ３エンティティはシステム変数ＣＬ

Ｉを参照しなければならない。ＣＬＩは廃棄可能なブロックを持つパケットから廃棄されるブロック数を

示しており、マネジメントエンティティによってセットされなければならない（０，１，２または３ブロッ

クが指定される）。

ＣＬＩの値が０より大きい場合、後述するブロック廃棄手順に従ってパケットからブロックを廃棄して

もよい。ＣＬＩが０の場合、ブロックを廃棄してはならない。

レイヤ３エンティティは、レイヤ２から DL-L1 ﾚﾃﾞｨ-表示プリミティブを受信するまでパケットを蓄積し

なければならない。このプリミティブを受信するとレイヤ３エンティティはタイマＴＶ遅延－Ⅴを停止し、

その値を用いてパケットのタイムスタンプを更新しなければならない。タイマＴＶ遅延－Ｖの分解能は１ms

である。ＴＳフィールドの値は２００ms を越えてはならない。

レイヤ３エンティティはレイヤ２エンティティに DL-PVP-H ﾃﾞｰﾀ-要求プリミティブを介して情報を渡さ

なければならない。

5.3　着信エンドポイント手順

DL-ﾕﾆｯﾄ H ﾃﾞｰﾀ－表示プリミティブを受信すると、レイヤ３エンティティはＰＤフィールドの値を検査

しなければならない。この値がＰＶＰのプロトコル識別子と一致すれば、レイヤ３エンティティは次の処

理を行う。

5.3.1　異常なＢＤＩ／ＣＴの組合せ

ＣＴフィールドとＢＤＩフィールドの組み合わせが異常である場合、パケットを廃棄する。この時、状

態変数ＲＳＥＱは更新しない。

異常な組み合わせとは、ＢＤＩフィールドのＣサブフィールドとＭサブフィールドの片方または両方の

値が、符号化タイプによって決まる廃棄可能ビット数を越えている場合をいう。有効な組み合わせを表５

－２／ＪＴ－Ｇ７６４に定義する。

表５－２／ＪＴ－Ｇ７６４　有効なＢＤＩ／ＣＴの組み合わせ

（ＣＣＩＴＴ　Ｇ．７６４）

符号化タイプ Ｍサブフィールド値 Ｃサブフィールド値

ＰＣＭ

固定ＡＤＰＣＭ

（ｍ，ｎ）エンベデッドＡＤＰＣＭ

０

０

（ｍ－ｎ）

０

０

≦（ｍ－ｎ）
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5.3.2　異常パケット長

受信したパケット長がＢＤＩおよびＣＴフィールドから導かれるパケット長と一致しない場合、この音

声パケットは廃棄されなければならない。この時、状態変数ＲＳＥＱは更新されてはならない。有効パケッ

ト長はＢＤＩのサブフィールド値とＣＴフィールドの値から次の式により導かれる。

５
８

ＴＲ〔Ｓ－（Ｍ－Ｃ）〕
Ｌ +

××
=

但し

Ｌ＝パケット長（オクテット）

Ｓ＝１サンプル当たりのビット数（符号化タイプより）

Ｍ＝Ｍサブフィールドの値（ＢＤＩより）

Ｃ＝Ｃサブフィールドの値（ＢＤＩより）

Ｒ＝標本化周波数（８０００サンプル／秒）

Ｔ＝パケット化周期（１６ms）

5.3.3　再生手順

5.3.3.1　復号器のリセット

符号化タイプが標準ＪＴ－Ｇ７２２、ＣＣＩＴＴ勤告Ｇ．７２６、あるいは標準ＪＴ－Ｇ７２７を示し

ている場合、復号器は音声バーストの最初の音声パケット（即ちＳＥＱ＝０のパケット）によってリセッ

トされなければならない。これは MPL-復号器ﾘｾｯﾄ-要求プリミティブをマネジメントエンティティヘ送る

ことで実行される。

ＰＣＭ符号化方式との相互動作は今後の検討課題である。

5.3.3.2　再構成遅延手順

再構成遅延値はシステム変数であり、伝送パスで許容される変動遅延時間の最大値として各エンドポイ

ントで定義される。音声パケットの同期を実現するためには、全てのパケットが一定間隔で再生されなけ

ればならず、このためには各々のパケットが経てきている遅延のゆらぎをマスクする必要がある。再構成

遅延手順はこのために必要となる。この値は１９９ms 以下でなければならない。再構成遅延値を越える遅

延を経たパケットは廃棄される。パケット補間の方針は今後の検討課題である。

　ＴＳ値に基づいて再生されるパケットは以下の通りである。

　 (1) ＳＥＱ＝０のパケット、即ち音声バーストの先頭パケットと全ての信号パケット

(2) 紛失パケットに続く音声パケット、即ち受信パケット中のＳＥＱが受信シーケンス状態変数（ＲＳ

ＥＱ）と異なるパケット

パケット再生時点をＴＳ値に基づいて決定する場合、パケットが再生までに保持される（待ち合わせ）時

間は次式で与えられる。

（再構成遅延値）－（ＴＳ値）＝（再生前の保持時間 ms）

パケットはこの式で示される時間経過後に再生されなければならない。

０以外のシーケンス番号を有し順に受信されるパケットは、先行パケットの次にギャップを置かずに再

生される。

状態変数ＲＳＥＱは音声パケットが再生を決定された時点で更新される。
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5.3.3.3　エンベデッドＡＤＰＣＭ

エンベデッドＡＤＰＣＭにおいて着信エンドポイントはＢＤＩとＣＴフィールドの値を用いて、音声を

復号するアルゴリズムを決定する。

5.3.3.4　パケットの欠落

再生するべきパケットが無い場合、先行するパケットのＭビットによって、補間処理の要否を決定して

もよい。

システム変数Ｍ－ＬＡＳＴは最終パケットにおけるＭビットの値を保持する。

Ｍ－ＬＡＳＴ＝０の場合は正当なギャップと認識し、着信エンドポイントは、最後に受信した音声パケッ

トの雑音フィールドに従った、背景雑音レベルを再生しなければならない。この値は図３－６／ＪＴ－Ｇ

７６４の表で与えられている。Ｍ－ＬＡＳＴ＝１の場合はパケットは失われている。推奨される補間の手

順、例えば雑音付加、または最後のパケットを繰り返す等は今後の検討課題である。

5.4　ブロック廃棄手順

エンベデッド符号化アルゴリズムは、１つのパケット内に廃棄可能ビットおよび廃棄不可ビットの搭載

を可能としている。各サンプルにおける最初に廃棄可能なビットを廃棄することはパケットの最後のブロッ

クを廃棄することに相当する。

ＣＬＩが１またはそれ以上のブロック数の廃棄を指定している時、レイヤ３エンティティはパケットの

Ｃサブフィールド（ＢＤＩフィールド内）から廃棄可能なブロック数を決定しなければならない。この時

点で廃棄可能なブロック数は次式で与えられる。

min（C サブフィールドの値，ＣＬＩの値）

ＢＤＩの C サブフィールドの値は、次ノードで廃棄可能なブロック数を示す値に更新されなければなら

ない。次ノードで廃棄可能なブロックが無い時、この値は０にセットされる。
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６．信号転送手順

6.1　一般原則

エンドポイントは、個別線信号方式の信号を、信号パケットを用いてパケット網経由で転送する。信号

情報の送信誤りを少なくするため、音声情報を転送するＵＩＨフレームの論理アドレスとは異なる論理ア

ドレスを有するＵＩフレームを用いて、個別線信号方式の信号を転送する。

信号パケットには２種類のタイプがある。遷移用信号パケットとリフレッシュ用信号パケットである。

両者は共に図３－９／ＪＴ－Ｇ７６４に示す構造を持ち、ＵＩフレームに含まれている。発信エンドポイ

ントは、信号状態が変化した場合は必ず、遷移用信号パケットを送信する。また、リンクがアクティブ状

態であることを示すために、周期的にリフレッシュ用信号パケットを送信する。

エンドポイントは、個別線信号方式の信号に割り当てられた各バーチャルサーキット毎に、信号パケッ

トの生成および受信を行う。様々な信号方式に対応するために、エンドポイントは以下に示す方式を提供

しなければならない。

　 (1) 信号パケットを使用しない方式

　 (2) リフレッシュ用信号パケットのみを使用する方式

　 (3) リフレッシュ用信号パケットおよびＡビットを用いた 2 状態信号に対応する遷移用信号パケットを

使用する方式。

Ａビットの変化により、遷移用信号パケットを送信するが、他のビット(Ｂ，Ｃ，Ｄ)は無視する。

　 (4) リフレッシュ用信号パケットおよびＡ，Ｂビットを用いた４状態信号に対応する遷移用信号パケッ

トを使用する方式。

ＡビットおよびＢビットの変化により、遷移用信号パケットを送信するが、他のビット（Ｃ，Ｄ）

は無視する。

　 (5) リフレッシュ用信号パケットおよびＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄビットを用いた１６状態信号に対応する遷移用

信号パケットを使用する方式。

４つの信号ビットのいずれかの変化により、遷移用信号パケットを送信する。

信号状態の数は、バーチャルサーキットの発信エンドポイントと着信エンドポイントの両者で同一でな

ければならない。信号パケットのＡＢＣＤフィールドに符号化される値は、フレーミングタイプおよび信

号状態の数に依存する。

プリミティブ処理時間の合計が固定値であることが必要と考えられる。プリミティブ処理時間の変動は、

タイマＴＶ遅延－ＳＩＧの値に反映されなければならない。
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6.2　発信エンドポイントの手順

発信エンドポイントのマネジメントエンティティは、個別線信号方式をサポートするために提供される

各バーチャルサーキット毎に以下の手順を実行しなければならない。

　 (1) マルチフレーム毎に、ＡＢＣＤビットの現在の状態を決定し、サポートする信号状態の数に対応し

た遷移が発生したかどうかを決定する。

　 (2) 遷移が発生した時、マネジメントエンティティは MPL-信号ﾊﾟｹｯﾄ-要求（A,B,C,D,N/A）プリミティ

ブを、ＰＶＰエンティティの発信エンドポイントに送信しなければならない。

その次にこの発信エンドポイントは、現在の信号および警報状態を含む遷移用信号パケットを送信

しなければならない。

発信エンドポイントはＮＯＲＭ状態から開始する。この状態では、現在の信号およびＮ／Ａビットによ

り示される警報状態を持つ信号パケット（リフレッシュ用信号パケット）を、少なくともＴＳＩＧ－ＲＥ

Ｆ秒毎に送信しなければならない。リフレッシュタイマＴＳＩＧ－ＲＥＦのデフォルト値は、１０秒であ

る。

発信エンドポイントはファシリティ警報（自局または相手局のフレーム同期はずれ）がない限り、また、

タイマＴＳＩＧ－ＫＡがタイムアウトしていない限り、Ｎ／Ａビットを０に設定する。ファシリティ警報

がある場合または、発信エンドポイントに対応するバーチャルサーキットの自局側の着信エンドポイント

のタイマＴＳＩＧ－ＫＡがタイムアウトした場合（即ち、着信エンドポイントがＬ－ＡＬＡＲＭ状態であ

る。）には、Ｎ／Ａビットを１に設定しなければならない。ファシリティ警報の発生時、ＰＶＰエンティ

ティの発信エンドポイントはＮＯＲＭ状態からＡＬＡＲＭ状態へ遷移し、遷移パケットの送信を停止しな

ければならない。また、ＴＳＩＧ－ＲＥＦ秒毎に、Ｎ／Ａビットを１に設定したリフレッシュ用信号パケッ

トを送信し続けなければならない。

発信エンドポイントは、警報状態が終了し、ＮＯＲＭ状態に戻るまで信号状態を凍結する。ＮＯＲＭ状

態においては、対応するバーチャルサーキットの自局側の着信エンドポイントが信号パケットを受信した

後、Ｎ／Ａビットを０に設定したリフレッシュ用信号パケットを送信する。

6.3　中間ノード信号手順

DL-PVP ﾃﾞｰﾀ-表示プリミティブの受信時、レイヤ３エンティティは、そのパケットに対応するタイマＴ

Ｖ遅延－ＳＩＧをスタートする。レイヤ３エンティティは、ＰＤフィールド中の符号値を調べなければな

らない。もし、この値がＰＶＰの値に一致しているならば、レイヤ３エンティティはレイヤ２から DL-L1 ﾚ

ﾃﾞｨ-表示プリミティブを受信するまでパケットを蓄積しなければならない。このプリミティブを受信した場

合、遅延変動タイマＴＶ遅延－ＳＩＧを停止しなければならない。また、その値をパケットのタイムスタ

ンプを更新するために使用しなければならない。ＴＶ遅延－ＳＩＧの分解能は１ms である。ＴＳフィール

ドの値は２００ms を越えてはならない。

その後、レイヤ３エンティティは信号情報を DL-PVP ﾃﾞｰﾀ-要求プリミティブを使用して、レイヤ 2 エン

ティティヘ転送しなければならない。
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6.4　着信エンドポイントの手順

着信エンドポイントは、個別線信号方式のために提供されるフルレートアクセス側のビットストリーム

に対応するため、以下の手順を実行しなければならない。

　 (1) ＮＯＲＭ状態において、着信エンドポイントは信号パケットの受信時に、タイムスタンプに従って

パケットを再構成し、ＰＣＭビットストリームにＡＢＣＤビットを再挿入しなければならない。再

構成手順は再生時における手順を除き音声パケット（５．３．３．２節参照）と同じであり、レイ

ヤ３エンティティは、信号パケットをマネジメントエンティティに、MPL-信号ﾊﾟｹｯﾄ -表示

（A,B,C,D,N/A）プリミティブを用いて通知する。

着信エンドポイントは最も新しい信号ビットを次の信号パケットを受信するまで使用し続けなけれ

ばならない。

(2) 信号パケットをＴＳＩＧ－ＫＡ時間内に受信しない場合(即ち、ＴＳＩＧ－ＫＡがタイムアウト)、着

信エンドポイントはＬ－ＡＬＡＲＭ状態に遷移し、フルレートアクセス側に対しトランク条件設定

を起動しなければならない。

ＴＳＩＧ－ＫＡのデフォルト値は２５秒である。Ｎ／Ａビットが０に設定された信号パケットを受

信した場合、ＰＶＰエンティティの着信エンドポイントはＮＯＲＭ状態へ遷移し、トランク条件設

定を終了しなければならない。

　 (3) ＮＯＲＭ状態において、Ｎ／Ａビットが１に設定された信号パケットを受信した場合、ＰＶＰエン

ティティの着信エンドポイントはＲ－ＡＬＡＲＭ状態に遷移し、フルレートアクセス側に対しトラ

ンク条件設定を起動しなければならない。

Ｎ／Ａビットが０に設定された信号パケットを受信した場合には、ＮＯＲＭ状態へ遷移し、トラン

ク条件設定を終了しなければならない。

　 (4) Ｒ－ＡＬＡＲＭ状態においてＴＳＩＧ－ＫＡがタイムアウトした場合、着信エンドポイントはＬ－

ＡＬＡＲＭ状態に遷移しなければならない。

　 (5) Ｌ－ＡＬＡＲＭ状態においてＮ／Ａビットが１に設定された信号パケットが到着した場合、着信エ

ンドポイントはＲ－ＡＬＡＲＭ状態に遷移しなければならない。

6.5　信号状態

6.5.1　発信エンドポイントの信号状態

発信エンドポイントは以下に示す 2 つの信号状態を持つ。

6.5.1.1　正常状態

フルレートアクセス側にアクセスファシリティ警報が無い状態である。

6.5.1.2　警報状態

フルレートアクセス側にファシリティ警報がある場合の状態である。

6.5.2　着信エンドポイントの信号状態

着信エンドポイントは３つの信号状態を持つ。

6.5.2.1　正常状態（ＮＯＲＭ）

着信エンドポイントが、Ｎ／Ａビットが０に設定された信号パケットを受信し、かつＴＳＩＧ－ＫＡが

タイムアウトしていない状態である。
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6.5.2.2　活性消失の警報状態（L－ＡＬＡＲＭ）

タイマＴＳＩＧ－ＫＡが信号パケットを受信する前にタイムアウトしたときの状態である。この状態は

接続のパケット側に誤りが発生し、正常な信号パケットの転送が中断されたことを示している。

6.5.2.3　リモート警報状態（R－ＡＬＡＲＭ）

Ｎ／Ａビットが１に設定された信号パケットを受信したときの状態である。この状態は遠端側が警報状

態にあることを示している。

７．システム変数

7.1　送信シーケンス状態変数（ＳＳＥＱ）

各々の発信エンドポイントは、次に送信するパケットのＳＥＱの値を個別のＳＳＥＱに格納していなけ

ればならない。ＳＳＥＱは、０から１５までの値をとり、パケット送信が成功するごとに１ずつ増加する。

ＳＳＥＱが１５で、同じ音声バーストの中でもう 1 つのパケットが送信されると、ＳＳＥＱの値は１５か

ら 1 へ更新される。

7.2　受信シーケンス状態変数（ＲＳＥＱ）

各々の着信エンドポイントは、次に到着が予想される連続した音声パケットのシーケンス番号を個別の

ＲＳＥＱに格納していなければならない。ＲＳＥＱは 0 から 15 までの値をとり、音声の再生が決まるごと

に 1 ずつ増加する(１から１５の範囲の値で、１５の次に１に巡回する)。ＲＳＥＱは、音声バーストの最後

のパケットの再生が決まった時のみ０の値をとる。

7.3　Ｍ－ＬＡＳＴ変数

Ｍ－ＬＡＳＴは最終パケットの中の M ビットの値を格納する。

7.4　輻輳レベル表示変数（ＣＬＩ）

ＣＬＩは、廃棄可能ブロック(0,1,2 または 3 ブロックが定義されうる)を含むパケットの中から廃棄すべ

きブロックの数を表示するため、マネジメントエンティティがセットする。

８．プロトコルパラメータ

8.1　再構成遅延

再構成遅延の値は、音声帯域のトラヒックの伝送パスに許容される変動遅延の最大値と同じでなければ

ならない。この値は、１９９ms 以下でなければならない。再構成遅延の分解能は１ms とする。

8.2　ＴＳＩＧ－ＲＥＦ

ＰＶＰエンティティを含むノードである発信エンドポイントからのリフレッシュ用信号パケットを連続

して送信する間隔。その値は、１，５，１０または２０秒でよい。デフォルト値は１０秒とする。

8.3　ＴＳＩＧ－ＫＡ

これは、ＰＶＰエンティティを含むノードである着信エンドポイントが、信号パケットを受信しなくて

もよい最大許容時間で、その値を越えたら回復動作を行わなければならない。ＴＳＩＧ－ＫＡは、ＴＳＩ

Ｇ－ＲＥＦの倍数である。その乗数は、１．５，２．５，３．５または４．５でよい。デフォルト値は２．

５とする。
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8.4　ＴＶ遅延－V

このタイマは、音声パケットが被ったノード内のキューイング遅延の変動を測定するのに使用される。

そして、音声帯域パケットのＴＳフィールドの更新に用いられる。

8.5　ＴＶ遅延－ＳＩＧ

このタイマは、信号パケットが被ったノード内のキューイング遅延の変動を測定するのに使用される。

そして、信号パケットのＴＳフィールドの更新に用いられる。

９．プリミティブの要約

9.1　レイヤ２とのインタフェースのためのプリミティブ

ＰＶＰに用いられるレイヤ２プリミティブについて、以下に述べる。

9.1.1　DL-L1 ﾚﾃﾞｨ-表示

このプリミティブは、レイヤ１が送信可能であることをレイヤ３に表示するのに使用される。

9.1.2　DL-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-要求

このプリミティブは、非確認形情報転送サービスを使用してＵＩフレームにて、データリンクレイヤに

より送信されるべきレイヤ３メッセージの送信を要求するため、レイヤ３エンティティが使用する。

9.1.3　DL-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-表示

このプリミティブは、着信エンドポイントにおけるＰＶＰのデータリンクレイヤがＵＩフレームに含ま

れたレイヤ３メッセージを受信したことを表示するために使用する。

9.1.4　DL-ﾕﾆｯﾄ H ﾃﾞｰﾀ-要求

このプリミティブは、非確認形情報転送サービスを使用してＵＩＨフレームにて、データリンクレイヤ

によって送信されるべきレイヤ３メッセージの送信を要求するため、レイヤ３エンティティが使用する。

9.1.5　DL-ﾕﾆｯﾄ H ﾃﾞｰﾀ-表示

このプリミティブは、着信エンドポイントにおけるＰＶＰのデータリンクレイヤが、ＵＩＨフレームに

含まれたレイヤ 3 メッセージを受信したことを表示するために使用する。

9.1.6　DL-PVP-H ﾃﾞｰﾀ-表示

このプリミティブは、中間ノードにおけるＰＶＰのデータリンクレイヤが、ＵＩＨフレームの中のレイ

ヤ 3 メッセージを受信したことを表示するために使用する。

9.1.7　DL-PVP ﾃﾞｰﾀ-表示

このプリミティブは、中間ノードにおけるＰＶＰのデータリンクレイヤが、ＵＩフレームの中のレイヤ

３メッセージを受信したことを表示するために使用する。

9.1.8　DL-PVP-H ﾃﾞｰﾀ-要求

このプリミティブは、中間ノードにおけるレイヤ３エンティティが、ＵＩＨフレームの中で送信される

べきレイヤ３メッセージをデータリンクレイヤへ表示するために使用する。
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9.1.9　DL-PVP ﾃﾞｰﾀ-要求

このプリミティブは、中間ノードにおけるレイヤ３エンティティがＵＩフレームの中で送信されるべき

レイヤ３メッセージをデータリンクレイヤへ表示するために使用する。

9.2　高位レイヤとのインタフェースのためのプリミティブ

9.2.1　PL-ｽﾀｰﾄ-要求(符号，雑音)

このプリミティブは、発信エンドポイントの高位レイヤが、レイヤ３エンティティへ、ＣＴフィールド

値=符号、雑音フィールド値=雑音、で音声パケットのフォーマッティングを開始するよう要求するために

使用する。

9.2.2　PL-ﾃﾞｰﾀ-要求（符号，雑音）

このプリミティブは、発信エンドポイントの高位レイヤが、ＣＴフィールド値=符号、雑音フィールド値

=雑音、で音声パケットのフォーマッティングを継続するために使用する。

9.2.3　PL-ｽﾄｯﾌﾟ-要求（符号，雑音）

このプリミティブは、高位レイヤが音声バーストの最後を表示するために使用する。

9.3　マネジメントエンティティとのインタフェースのためのプリミティブ

9.3.1　MPL-復号器ﾘｾｯﾄ-要求

このプリミティブは、着信エンドポイントのＰＶＰレイヤ３が、マネジメントエンティティへ復号器の

リセットを要求するために使用する。

9.3.2　MPL-信号ﾊﾟｹｯﾄ-要求(A,B,C,D,N/A)

このプリミティブは、マネジメントエンティティが、ＰＶＰレイヤ３へ遷移用信号パケットの送信を要

求するために使用する。

9.3.3　MPL-信号ﾊﾟｹｯﾄ-表示(A,B,C,D,N/A)

このプリミティブは、レイヤ３エンティティが、ＰＶＰレイヤ３による信号パケットの再生をマネジメ

ントエンティティへ通知するために使用する。
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付録 1　用語対照表

(ＪＴ－Ｇ７６４に対する)

英　　　　　　語 TTC標準用語

address field アドレスフィールド

background noise 背景雑音

bit inversion ビット反転

bit number ビット番号

block dropping ブロック廃棄

block dropping indicator(BDI) ブロック廃棄表示(BDI)

build-out 再構成

build-outdelay 再構成遅延

burst バースト

channelassociated signalling 個別線信号方式

check sequence(CS) チェックシーケンス(CS)

coding type(CT) 符号化タイプ(CT)

congestion control 輻輳制御

congestion level indicator(CLI) 輻輳レベル表示(CLI)

cyclic redundancy check(CRC) 巡回冗長検査(CRC)

data link connection identifier(DLCI) データリンクコネクション識別子

(DLCI)
DL-L1-READY-INDICATION DL-L1ﾚﾃﾞｨ-表示

DL-PVP-DATA-INDICATION DL-PVPﾃﾞｰﾀ-表示

DL-PVP-DATA-REQUEST DL-PVPﾃﾞｰﾀ-要求

DL-PVP-H-DATA-INDICATION DL-PVP-Hﾃﾞｰﾀ-表示

DL-PVP-H-DATA-REQUEST DL-PVP-Hﾃﾞｰﾀ-要求

DL-UNIT-DATA-INDICATION DL-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-表示

DL-UNIT-DATA-REQUEST DL-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-要求

DL-UNIT-H-DATA-INDICATION DL-ﾕﾆｯﾄHﾃﾞｰﾀ-表示

DL-UNIT-H-DATA-REQUEST DL-ﾕﾆｯﾄHﾃﾞｰﾀ-要求

embedded ADPCM エンベデッドADPCM

endpoint エンドポイント

entity エンティティ

facility alarm ファシリティ警報

fixed ADPCM 固定ADPCM

fixed rate 固定速度

frame abort フレームアボート

full rate access フルレートアクセス

further study 今後の検討課題

gap ギャップ

higher layer 高位レイヤ

intermediate node 中間ノード

link layer リンクレイヤ
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英　　　　　　語 TTC標準用語

management entity マネジメントエンティティ

MPL-DECODER-RESET-REQUEST MPL-復号器ﾘｾｯﾄ要求

MPL-SIG-PKT-INDICATION MPL-信号ﾊﾟｹｯﾄ表示

MPL-SIG-PKT-REQUEST MPL-信号ﾊﾟｹｯﾄ要求

node ノード

one'sdensity １の発生頻度

riginatingendpoint 発信エンドポイント

packet layer パケットレイヤ

packet replacement パケット補間

Packetized Voice Protocol(PVP) パケット音声プロトコル(PVP)

poll bit ポールビット

permanent virtual circuit パーマネントバーチャルサーキット

physical layer 物理レイヤ

play-out 再生

PL-DATA-REQUEST PL-ﾃﾞｰﾀ-要求

PL-START-REQUEST PL-ｽﾀｰﾄ-要求

PL-STOP-REQUEST PL-ｽﾄｯﾌﾟ-要求

previous sample 前標本値

primary rate 一次群速度

primitive プリミティブ

protocol discriminator(PD) プロトコル識別子(PD)

sample 標本、サンプル

sequence number(SEQ) シーケンス番号(SEQ)

signalling 信号

signalling packet 信号パケット

signalling refresh packet リフレッシュ用信号パケット

signalling transition packet 遷移用信号パケット

speech burst 音声バースト

terminating endpoint 音信エンドポイント

time stamp(TS) タイムスタンプ(TS)

trunk conditioning トランク条件設定

unacknowledged information transferservice 非確認形情報転送サービス

unnumbered information(UI) frame 非番号制情報(UI)フレーム

unnumbered information with header check(UIH) frame ヘッダチェック付非番号制情報

（UIH）フレーム

upperlayer 高位レイヤ

variable delay 変動遅延

voice burst 音声バースト
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付録 2　用語解説

(ＪＴ－Ｇ７６４に対する)

背景雑音　[background noise]

主に電話機の送話器を通して通話線に入り込む周囲雑音と回線雑音からなる雑音。音声パケットでは無

音区間は伝送されないため、受信エンドポイントは、発信エンドポイントにおいて測定された背景雑音レ

ベルに相当する擬似雑音を挿入し、通話の自然性を確保する。

ブロック廃棄　[blockdropping]

音声をパケット伝送する場合、標準ＪＴ－Ｇ７６４では、１６ms 間の音声信号（１２８サンプル）の同

じ位置のビット毎にブロック化し、ＭＳＢからＬＳＢの順にブロックを配置する。網の輻輳時、通話品質

の著しい劣化を避けて輻輳を緩和するために、廃棄可能なＬＳＢブロックからブロック単位で廃棄するこ

とをブロック廃棄と呼ぶ。

再構成遅延　[build-out delay]

パケット網では、個々のパケットはトラヒックの変動により異なったキューイング遅延を被るが、音声

をパケット網に適用した場合、音声パケットは一定間隔で音声ストリームに再生される必要がある。再構

成遅延とは、この受信した音声パケットの変動遅延の許容される最大値を指す。網内の変動遅延の補正は、

再生予定時間より早く到着したパケットを蓄積して遅延させることにより実行される。

輻輳制御　[congestion control]

輻輳制御とは、パケット網において、網および各ノードの処理能力を越えるパケットが発生した場合に、

その輻輳したパケットトラヒックを緩和する処理をさす。標準ＪＴ－Ｇ７６４では、輻輳制御として音声

パケットのブロック廃棄を可能としている。

エンドポイント　[end point]

エンドポイントには、発信エンドポイントおよび着信エンドポイントがある。発信エンドポイントは、

フルレートアクセス側のユーザデータおよび個別線信号方式の信号をパケット化し送信するノードであり、

着信エンドポイントは、対応する相手エンドポイントからのパケットを受信および再構成しフルレートア

クセス側へ送信するノードである。パケットの中継を行う中間ノード以外のノードは、発信エンドポイン

トと着信エンドポイントの両者の機能を持つ。

パケット補間　[packet replacement]

音声をパケット化して伝送する時、伝送障害等によって着信エンドポイントにおいてパケットが欠落し

て到着する場合がある。この場合に着信エンドポイントが自律的に、欠落区間を何らかの擬似信号で補間

し、再生する処理を示す。
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信号パケット　[signalling packet]

発信／着信エンドポイント間で個別線信号方式の信号の転送に用いられ、音声信号のパケットとは別の

論理アドレスを持つパケットである。標準ＪＴ－Ｇ７６４では、信号状態の変化を通知するための遷移用

信号パケット(signalling transition packet)、リンクがアクティブであることを示すため周期的に送信されるリ

フレッシュ用信号パケット(signalling refresh packet)の２種類が定義されている。

変動遅延　[variable delay]

パケットが伝送パスを通過する際に被る遅延で、その値は伝送パスの各ノードにおけるキューイング遅

延の累積値となるが、トラヒック状態に応じて変動し、パケット毎に異なる値になる。変動遅延は、受信

側で音声および信号パケットの同期を実現するために補正する必要があり、標準ＪＴ－Ｇ７６４では１９

９ms までの遅延を許容している。
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